
平成29年度研究報告書

児童虐待に関する文献研究

非行と児童虐待

研究代表者　　富田　　拓（国立きぬ川学院）

共同研究者　　二井　仁美（北海道教育大学）

　　　　　　　相澤林太郎（国立武蔵野学院）

　　　　　　　三枝　将史（埼玉県越谷児童相談所草加支所）

　　　　　　　大原　天青（国立武蔵野学院）

社会福祉法人　横浜博萌会

（日本虐待・思春期問題情報研修センター）



平成29年度研究報告書

児童虐待に関する文献研究

非行と児童虐待





第１部　非行と児童虐待

Ⅰ　問題と目的…………………………………………………………………………………………………１

Ⅱ　方法…………………………………………………………………………………………………………１

Ⅲ　結果

　Ⅲ−１　基礎統計にみる少年非行…………………………………………………………………………２

　Ⅲ−２　近代日本における非行と児童虐待に関する認識………………………………………………６

　Ⅲ−３　日本の精神医学は非行をどう見てきたか

　　　　　─虐待あるいは脳の障害と非行の関連への精神科医の視点の変遷…………………………21

　Ⅲ−４　非行と虐待に関する数量的研究の動向…………………………………………………………42

　Ⅲ−５　児童相談所における非行ケースへの対応

　　　　　─児童相談事例集掲載ケースの検討から─……………………………………………………65

　Ⅲ−６　新聞記事の分析から捉える非行と虐待の関連…………………………………………………71

Ⅳ　総括…………………………………………………………………………………………………………84

Ⅴ　文献…………………………………………………………………………………………………………86

Ⅵ　資料…………………………………………………………………………………………………………98

第２部　2017年の児童虐待に関する文献一覧

　表１　2017年の児童虐待に関する書籍（和書）… ……………………………………………………… 101

　表２　2017年の児童虐待に関する書籍（訳書）… ……………………………………………………… 102

　表３　2017年の児童虐待に関する雑誌特集号…………………………………………………………… 103

　表４　2017年の児童虐待に関する論文…………………………………………………………………… 109

目　　次





第　１　部

非行と児童虐待





─ 88 ─

山崎由可里（1996）「感化教育における障害児問題の顕在化と展開に関する研究（1）感化法制定から

国立感化院設置まで」『名古屋大学教育学部紀要 教育学科』43(1), pp.149-159.

＿＿＿＿＿（1999）「感化院長会議等にみる障害児問題の展開─国立感化院設立（1919年）から少年

教護法制定（1933年）まで」『特殊教育学研究』37(2), pp.1-12.

全国児童自立支援施設協議会（2001）『非行問題』, 20-86．

Ⅲ−３　�日本の精神医学は非行をどう見てきたか―虐待あるいは脳の障害と非行の

関連への精神科医の視点の変遷―

Aichhorn, A.（=1956）三沢泰太郎訳『手におえない子供』日本教文社.

American Psychiatric Association ed.（=1982）高橋三郎監訳『DSM-III精神障害の分類と診断の手引』

医学書院.

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（=1982）高橋三郎監訳『DSM-III精神障害の分類と診断の手引』

医学書院.

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（=1994）高橋三郎・大野裕・染矢俊幸訳『DSM-IV精神疾患の分

類と診断の手引』医学書院.

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（=2014）日本精神神経学会 日本語版用語監修, 髙橋三郎・大野裕

監訳『DSM-5精神疾患の診断・統計マニュアル』医学書院.

青木延春（1957）『非行少年ーその本態と治療教育』全国社会福祉協議会.

遠藤辰雄（1966）「グリュックの社会的非行予測表の予測力を巡る諸問題の考察」『九州大学教育学部

紀要. 教育心理学部門』11(1) , 11-24.

Freud, S.,（=1958）古沢平作訳『精神分析療法』日本教文社.

Friedlander, K.（=1953）懸田克身弓訳『少年不良化の精神分析』みすず書房.

富士川游・呉秀三・三宅鑛一（1910）『教育病理学』日本児童研究会.

富士川游（1910）「児童研究の範囲」『児童研究』13(9), 295-301.

＿＿＿＿（1915）「救済事業の根本的研究を要す」『慈善』(6)3, 91-94.

＿＿＿＿（1921）「不良少年の教育病理学的研究」『中央公論』8月号, 2-23.

福島章（1982）『犯罪心理学入門』中央公論社.

＿＿＿（2006）「少年犯罪と脳」『医学のあゆみ』217(10), 937- 941.

Glueck, S. and E. (1950) Unraveling juvenile delinquency. Harvard University Press.

樋口幸吉（1967）「青春期の異常心理」『異常心理学講座第4巻』みすず書房, 115.

＿＿＿＿（1972a）「非行・犯罪」中川四郎・上出弘之編『精神薄弱医学』医学書院.

＿＿＿＿（1972b）『犯罪の心理』大日本図書.

星野仁彦・増子博文・丹羽真一他（1993）「注意欠陥・多動障害から行為障害に至った例における医

学的治療の試み」『小児の精神と神経』33(3・4), 249-261.

法務省（1966）「非行少年中の精神病質の割合」『昭和41年版犯罪白書』Ⅲ-35表, 248.



─ 89 ─

法務省（2018）「少年矯正統計統計表」

　http://www.moj.go.jp/housei/toukei/toukei_ichiran_shonen-kyosei.html　（2018年７月26日閲覧）

法務省（1966）「多面的接近グリュックの方法」『昭和41年版犯罪白書』第３編第２章／五.

池田千年（1922）『土山学園の保護教育』兵庫県立土山学園.

猪俣丈二（1990）「行為障害」『精神科治療学』5(12), 1517-1525.

石川義博（1966）「思春期非行少年の犯罪精神医学的研究」『精神神経学雑誌』68(6) , 717-745.

＿＿＿＿（1999）「行為障害の心理社会的治療」『精神科治療学』14(2), 161-168.

Kanner, L.（=1964）黒丸正四郎・牧田清志共訳『児童精神医学』医学書院.

Kempe, C. H., Silverman, F.N.et al (1962) The Battered-Child Syndrome. JAMA. 181(1), 17-24.

菊池俊諦（1927）「精神薄弱児童の教育並保護」『感化教育』10, 104-181.

国立武蔵野学院（1989）『国立武蔵野学院70年誌』．

呉秀三（1914）「少年犯罪と精神病」『人道』107, 3-5.

呉秀三（1897）『精神病学要略』吐鳳堂.

呉秀三（1907）「我邦に於ける精神病に関する最近の施設」『東京医学会25周年記念誌』1-169.

呉秀三（1902）「神経学雑誌創刊号序」『神経学雑誌』0.

牧田清志（1970）『児童精神医学』岩崎学術出版.

松浦直己・橋本俊顯・十一元三（2007）「少年院におけるLD,AD/HDスクリーニングテストと逆境的

小児期体験（児童虐待を含む）に関する調査」『発達精神病理学的視点に基づく非行のrisk factor. 

児童青年精神医学とその近接領域』48(5), 583-598.

三宅鑛一（1925a）「特殊児童の精神病学的観察」『内務省社会局第二部, 児童保護調査資料 ; 第３輯』

1-33.

＿＿＿＿（1925b）「不良少年の精神病学的観察」『人道』241, 6-7.

＿＿＿＿（1936）『精神衛生』帝国大学新聞社.

三宅鑛一・池田隆德（1909）「不良少年調査報告」『順天堂医事研究会雑誌』7-55. 

三宅鑛一・松本高三郎（1908）『精神病診断及治療学』南江堂.

中田修（1965）「犯罪と非行」『異常心理学講座第５巻』みすず書房, 239.

＿＿＿（1966）『犯罪と精神医学』創元社.

西山詮（1974）「精神病質概念の歴史的生成とその解体」『精神神経学雑誌』76(1), 2-4

野村俊明（2001）「突発的に暴力犯罪を行ったアスペルガー障害と考えられる一例　少年非行と発達

障害の関連について」『犯罪学雑誌 』67(2), 56-62

小田晋（1974）「精神病質概念の歴史と現実」『精神神経学雑誌』76(1), 4-13.

奥田三郎（1938a）「治療教育学」城戸幡太郎ほか編『教育学辞典III』岩波書店, 1623-1626.

＿＿＿＿（1938b）「治療教育法」城戸幡太郎ほか編『教育学辞典III』岩波書店, 1629-1631.

緒方明（1999）「行為障害を呈した注意欠陥/多動性障害(ADHD)への生物・心理・社会的アプローチ

家族療法の視点から」『家族療法研究』16(2), 106-112.



─ 90 ─

奥村雄介・野村俊明（2006）『非行精神医学』医学書院.

小野善郎（2018）「子ども虐待対応施策の歴史と現状」子どもの虹情報研修センター医師研修におけ

る講義.

定本ゆきこ（2001）「虐待少年の社会適応について」『犯罪心理学研究』39, 178-191.

齋藤万比古編（2013）『素行障害』金剛出版.

齊藤万比古・原田謙（1999）「反抗挑戦性障害」『精神科治療学』14(2), 153-159.

杉田直樹（1915）「独逸に於ける感化保護事業の発達」『国家医学界雑誌』338, 15.

＿＿＿＿（1932）「感化院収容児童に関する医学的調査」『優生学と犯罪及精神病』付録第2, 雄山閣, 

11-45.

＿＿＿＿（1936）『治療教育学』叢文閣.

高木俊一郎（1964）「小児精神医学の実際』医学書院.

高橋智（1997）「戦前の精神病学における『精神薄弱』概念の理論史研究」『特殊教育学研究』35(1) , 

33-43.

田崎みどり・森田展彰他（2017）「児童相談所の精神科医の立場から見た児童虐待」『精神神経学雑誌』

119(9), 634-642.

十一元三（2000）「性非行にみるアスペルガー障害（2）認知機能検査における特徴」『日本児童青年

精神医学会総会抄録集』41回, 108.

十一元三（2004）「少年事件の精神鑑定・鑑別　広汎性発達障害を持つ少年の鑑別・鑑定と司法処

遇　精神科疾病概念の歴史的概観と現状の問題点を踏まえ」『児童青年精神医学とその近接領域』

45(3), 236-245.

留岡幸助（1906）「家庭と不良少年」『人道』18, 22.

友田明美（2016）「被虐待者の脳科学研究」『児童青年精神医学とその近接領域』57(5), 719-729.

廿楽昌子（1994）「行為障害」『精神科治療学』9(6), 713-716.

山崎由可里（1999）「八事少年寮開設に至る杉田直樹の治療教育思想」『特殊教育学研究』37(1), 11-22.

山崎由可里（2011）「池田千年の保護教育論（1）」『和歌山大学教育学部教育実践総合センター紀要』

21, 115−124.

吉益脩夫（1941）「精神病質の遺伝生物学的考察-双生児研究とり見たる犯罪者の遺伝素質と環境の意

義」『精神神経学雑誌』45(9) , 455-531.

＿＿＿＿（1946）「双生児法による精神薄弱の原因論的研究」『民族衛生』13, 8-16.

＿＿＿＿（1947）「犯罪と遺伝素質-犯罪双生児の研究」『民族衛生』14, 11-18.

＿＿＿＿（1958）『犯罪学概論』有斐閣.

吉永千恵子（2006）「児童虐待と非行」野村俊明, 奥村雄介編著『非行と犯罪の精神科臨床』星和書店, 

115.



─ 91 ─

Ⅲ−４　非行と虐待に関する数量的研究の動向

阿部彩（2008）『子どもの貧困』岩波書店．

Broidy, L. M., Nagin, D. S., Tremblay, R. E., Brame, R., Dodge, K., Fergusson, D. M., Horwood, 

L. J., Loeber, R., Laird, R., Lynam, D. R., Moffitt, T. E. (2003) Developmental trajectories of 

childhood disruptive behavior disorders and adolescent delinquency: A cross-national replication, 

Developmental Psychology, 2003, 39(39), 222-245.

ダニーディン・スタディ HP　https://dunedinstudy.otago.ac.nz/（2019年１月15日閲覧）

Donnellan, M. B., Trzesniewski, K. H., Robins, R. W., Moffitt, T. E., Caspi, A. (2005) Low self-esteem 

is related to aggression, antisocial behavior, and delinquency, Psychological Science,  2005, 16(16), 

328-35. 

渕上康幸（2010a）「破壊的行動障害の連鎖と不適切養育経験及び非行抑制傾向の関連」『犯罪心理学

研究』48(1), 1-10.

＿＿＿＿（2010b）「破壊的行動障害のマーチと共感性及び虐待・放任との関連について」『犯罪心理

学研究』48(1), 21-34.

藤川洋子（2007）『なぜ特別支援教育か　非行を通して見えるもの』日本標準.

藤岡淳子（2001a）『非行少年の加害と被害』誠信書房

＿＿＿＿（2001b）「非行の背景としての児童虐待」『臨床心理学』1(6), 771-776.

藤岡淳子・寺村堅志（2006）「非行少女の性虐待体験と支援方法について――施設での実態調査から

――」『子どもの虐待とネグレクト』8(3), 334-341.

橋本和明（2004）『虐待と非行臨床』創元社.

Gartner, R.B.（1999）Betrayed as Boys: Psychodynamic Treatment of Sexually Abused Men, 

Guilford Publications（=2005, 宮地尚子ほか訳『少年への性的虐待――男性被害者の心的外傷と精

神分析治療』作品社）．

グループウィズネス（2005）『性暴力を生き抜いた少年と男性の癒しのガイド』明石書店.

林隆（2006）「非行・犯罪の背景にある虐待」『子どもの虐待とネグレクト』8(3), 317-325.

原田譲（2002）『反抗挑戦性障害・素行障害　診断治療ガイドライン』信州大学医学部付属病院　

https://www.ncchd.go.jp/kokoro/medical/pdf/03_h20-22guide_14.pdf

廣瀬健二（2017）『子どもの法律入門　臨床家のための少年法手引き　第３版』金剛出版.

法務総合研究所（2001）『児童虐待に関する研究（第１報告）』．

＿＿＿＿＿＿＿（2002）『児童虐待に関する研究（第２報告）』．

＿＿＿＿＿＿＿（2003）『児童虐待に関する研究（第３報告）』．

＿＿＿＿＿＿＿（2018）『青少年の立ち直り（デシスタンス）に関する研究』．

保坂亨編著，子どもの虹情報研修センター企画（2007）『日本の子ども虐待　戦後日本の「子どもの

危機的状況」に関する心理社会的分析』福村出版.

池田由子（1987）『児童虐待』中公新書.



─ 92 ─

稲岡隆之（2000）「非行と虐待」『非行問題』206, 71-81. 

磯部涼（2017）『ルポ川崎』CYZO.

岩井宣子・宮園久栄（1996）「児童虐待問題への一視点－児童相談所介入例の調査を通して－」『犯罪

社会学研究』21, 145-168.

家庭裁判所調査官研修所（2003）『児童虐待が問題となる家庭事件の実証的研究――深刻化のメカニ

ズムを探る』司法協会.

川﨑二三彦・竹中哲夫・藤井常文・石田公一・鈴木崇之・小出太美夫・相澤林太郎（2011）

『平成22・23年度研究報告書　児童相談所のあり方に関する研究－児童相談所に関する歴史年表－』

子どもの虹情報研修センター .

小林寿一（1996）「犯罪・非行の原因としての児童虐待――米国の研究結果を中心にして――」『犯罪

と非行』109, 111-129.

国立武蔵野学院（2000）『児童自立支援施設入所児童の非虐待経験に関する研究〜アンケート調査を

視点にして～（第１次報告書）平成12年３月』．

厚生省（1974）『児童の虐待、遺棄、殺害事件に関する調査』．

厚生省児童家庭局監修（1981）『児童相談事例集　第13集』日本児童福祉協会.

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿（1989）『児童相談事例集　第21集』日本児童福祉協会.

Lily, J. R., Cullen, F. T. & Ball, R. A.（2010）Criminological Theory: Context and Consequences 5th 

ed., Sage Publications （＝2013, 影山任佐監訳『犯罪学（第５版）―理論的背景と帰結』金剛出版）

Maruna, S. (2001) Making good: How ex-convicts reform and rebuild their lives,  American 

Psychological Association（＝2013, 津富宏・河野荘子監訳『犯罪からの離脱と「人生のやり直し」

元犯罪者のナラティブから学ぶ』明石書店）．

松本俊彦（2009）「トラウマと非行・反社会的行動－少年施設男子入所者の性被害体験に注目して－」

『トラウマティック・ストレス』7(1), 43-51.

松浦直巳・橋本俊顕・十一元三（2007a）「少年院におけるLD，AD/HDスクリーニングテストと逆境

的小児期体験（児童虐待を含む）に関する調査－発達精神病理学的視点に基づく非行のrisk factor

－」『児童青年精神医学とその近接領域』48(5), 583-597.

桝屋二郎（2014）「非行のバイオロジー」『そだちの科学』23,2-7

宮地尚子編（2004）『トラウマとジェンダー　臨床からの声』金剛出版.

望月直人（2013）「発達障害×虐待の非行――児童自立支援施設における全児童調査から――」『そだ

ちの科学』20, 83-87.

Moffitt, T. E., Caspi, A. (2001) Childhood predictors differentiate life-course persistent and 

adolescence-limited antisocial pathways among males and females, Development and 

Psychopathology, 13(13), 355-375. 

守山正・小林寿一（2016）『ビギナーズ犯罪学』成文堂.

日本児童問題調査会（1985）『児童虐待－昭和58年度・全国児童相談所における家庭内児童虐待調査



─ 93 ─

を中心として』日本児童問題調査会.

中村雅彦・鷹尾雅裕（1989）「児童の問題行動と被虐待との関連性に関する研究―臨床心理学の観点

からの接近の試み」『愛媛大学教養部紀要』22(1), 21-39.

西中宏吏・吉川和男・福井祐輝（2014）「被虐待体験によるトラウマが反社会性に与える影響について：

情緒・行動および脳機能評価に基づくメカニズムの検討」『犯罪学雑誌』80(1), 3-14.

Nyman, A. & Svensson, B.（1997）Boys: Sexual abuse and treatment,  Save the Children（=2008, 

太田美幸訳『性的虐待を受けた少年たち：ボーイズクリニックの治療記録』新評論）．

小栗正幸（2010）『発達障害児の思春期と二次障害予防のシナリオ』ぎょうせい

奥山眞紀子（2000）「不適切な養育（虐待）と行動障害」『小児の精神と神経』40(4), 279-285.

Rose & Ward, T.（2011）Desistance from Sex Offending: Alternatives to Throwing Away the 

Keys,  Gulford Press（＝2014, 津富宏・山本麻奈監修・翻訳『性犯罪からの離脱：「良き人生モデル」

がひらく可能性』日本評論社）．

齊藤万比古・原田謙（1999）「反抗挑戦性障害」精神科療法学, 14(2),153-159

定本ゆきこ（2005）「発達障害と児童虐待」，子どもの虐待とネグレクト, 7(3),313-318

Satullo, J. A. W., et al （1987）it happens to boys too…Rape Crisis Center of Berkshire County Inc.（＝

2004, 三輪妙子訳『男の子を性被害から守る本』築地書館）．

Silva, P. & Stanton, W.（1996）The Dunedin Multidisciplinary Health and Development Study,  

Oxford University Press（＝2010, 酒井厚訳『ダニーディン　子どもの健康と発達に関する長期追

跡研究――ニュージーランドの1000人・20年に渡る調査から』明石書店）．

高木清（2014）『15歳までの必修科目　非行臨床と学校教育の現場から』海鳥社.

滝井泰孝・関口博之（1987）「性的虐待について－仙台初年鑑別所に収容された９例を通して」『児童

青少年精神医学とその近接領域』28(5), 290-298.

友田明美（2015）「脳科学から見た児童虐待」『トラウマティック・ストレス』13(2), 23-31.

＿＿＿＿（2017）「脳科学・神経科学と少年非行」『犯罪社会学研究』42, 11-18.

内山絢子（2005）「非行少年の被虐待経験に関する研究」『科学警察研究所報告犯罪行動科学編』

42(1), 49-58. 

上間陽子（2017）『裸足で逃げる　沖縄の夜の街の少女たち』太田出版

Widom, C.S.（1989）The Cycle of Violence, Science,  244, 160-166.

Wright, B.R., Caspi, A., Moffitt, T.E., Silva, P.A. (2001) The effects of social ties on crime vary by 

criminal propensity: A life-course model of interdependence, Criminology, 39(39), 321-351.

安川禎亮（2015）『教育現場の非行少年』北樹出版.

吉田恒雄編著（2015）『日本の児童虐待防止・法的対応資料集成－児童虐待に関する法令・判例・法

学研究の動向』明石書店.

全国児童相談所長会（1989）『子どもの人権侵害伶の調査及び子どもの人権擁護のための児童相談所

の役割についての意見調査』.



─ 94 ─

Ⅲ−５　�児童相談所における非行ケースへの対応―児童相談事例集掲載ケースの検

討から―

藤川洋子・井出浩（2011）『触法発達障害者への複合的支援　司法・福祉・心理・医学による連携』

福村出版.

萩原秀雄（1950）「犯罪児童の指導」『児童のケースウォーク事例集』，65-74.

加藤俊二（2016）『児童相談所70年の歴史と児童相談　“歴史の希望としての児童”の支援の探求』明

石書店.

川﨑二三彦・竹中哲夫・藤井常文・石田公一・鈴木崇之・小出太美夫・相澤林太郎（2013）『平成

22・23年度研究報告書　児童相談所のあり方に関する研究』子どもの虹情報研修センター .

河村尚之（1951）「母子世帯と不良児」『児童のケースウォーク事例集』，79-84.

厚生省監修（1949）『児童福祉事業取扱事例集』．

厚生省監修（1950）『児童のケースウォーク事例集』．

厚生省監修（1951-1968）『児童のケースワーク事例集』．

厚生省監修（1969-1998）『児童相談事例集』．

厚生労働省（2018）平成28年度児童相談所での児童虐待相談対応件数＜速報値＞

　　�https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-11901000-Koyoukintoujidoukateikyoku-

Soumuka/0000174478.pdf#search=%27%E5%85%90%E7%AB%A5%E8%99%90%E5%BE%85+%

E9% 80% 9A% E5% 91% 8A% E4% BB% B6% E6% 95% B0% 27　（2018年３月31日閲覧）

栗原明子（1995）「養父の虐待により家出・窃盗を繰り返し、施設保護をした児童の事例」『児童相談

事例集　第27集』173-184.

小木曽宏（2004）「家族援助の方法と実際（5）――『被虐待』と『非行』問題の世代間連鎖――」『千

葉明徳短期大学紀要』25, 3-12.

大宮廣幸（1992）「『僕の傷ついた気持ち、わかってよ』二次障害としての非行へのアプローチ」『児

童相談事例集　第24集』23-36.

玉田繁吉（1950）「継母と要教護児」『児童のケースウォーク事例集』，1-15.

関谷道夫・山谷文子（1995）「幼少期の被暴力体験が残したもの――母子家庭における登校拒否を伴

う家庭内暴力時の事例研究――」『児童相談事例集　第27集』185-204.

Ⅲ−６　新聞記事の分析から捉える非行と虐待の関連

Baglivio, M. T., Epps, N., Swartz, K., Huq, M. S., Sheer, A., & Hardt, N. S. (2014) The prevalence 

of adverse childhood experiences (ACE) in the lives of juvenile offenders. Journal of Juvenile 

Justice,  3(2), 1-17. 

藤岡淳子（2001） 『 非行少年の加害と被害──非行心理臨床の現場から──』誠信書房.

橋本和明（2004） 『虐待と非行臨床』創元社.

法務省（2018）「平成30年版 犯罪白書～進む高齢化と犯罪～」



─ 95 ─

　　http://hakusyo1.moj.go.jp/jp/65/nfm/n65_1_1_0_0_0.html.　（2019年２月15日閲覧）

板垣嗣廣・松田美智子・栗栖素子・吉田里日・郷原信郎・小柳浩子・古田薫・横地環・岡田和也（2000）

『児童虐待に関する研究（第１報告）その１──少年院在院者に対する被害経験のアンケート調査』，

http://www.moj.go.jp/content/000074918.pdf

国立武蔵野学院（2000）『児童自立支援施設入所児童の被虐待経験に関する研究──アンケート調査

を視点にして』

厚生労働省（2017）「社会的養護の現状について（参考資料）」

　　�https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11900000-Koyoukintoujidoukateikyoku/ 

0000187952.pdf

Smith, C., & Thornberry, T. P. (1995) The relationship between childhood maltreatment and 

adolescent involvement in delinquency. Criminology, 33(4), 451-481. 

Widom, C. S., Fisher, J. H., Nagin, D. S., & Piquero, A. R. (2017) A prospective examination of 

criminal career trajectories in abused and neglected males and females followed up into middle 

adulthood. Journal of Quantitative Criminology, 1-22. 

Widom, C. S., & Wilson, H. W. (2015) Intergenerational transmission of violence. Violence and 

mental health, 27-45. 

Wolff, K. T., Baglivio, M. T., & Piquero, A. R. (2017) The relationship between adverse childhood 

experiences and recidivism in a sample of juvenile offenders in community-based treatment. 

International Journal of Offender Therapy and Comparative Criminology, 61(11), 1210-1242. 

２．参考文献

　今回引用した文献も以外の文献（論文・書籍）一覧を作成した。また、別表として、法務総合研究

所の研究報告書一覧を資料に添付した。

アビー・スタイン（2007=2012）一丸藤太郎・小松貴弘・中島優紀・渡辺亘・中村博文・木本ゆう訳『児

童虐待・解離・犯罪　暴力犯罪への精神分析的アプローチ』創元社.

青島多津子（2014）『少年たちの贖罪』日本評論社.

ダイアナ・ラッセル（=1986）斎藤学・山本美貴子訳『シークレット・トラウマ　少女・女性の人生

と近親姦』ヘルスワーク協会.

藤井常文（2016）『戦災孤児と戦後児童保護の歴史　台場、八丈島に「島流し」にされた子どもたち』

明石書店．

藤野京子（2008）「児童虐待が後年の生活に及ぼす影響について」『犯罪心理学研究』46(1),31-43.

藤田博康（2010）『非行・子ども・家族との心理臨床　援助的な臨床実践を目指して』誠信書房.



─ 96 ─

羽間京子（2009）『少年非行　保護観察官の現場から』批評社.

橋本和明編（2018）「特集　加害と被害の関係性」『臨床心理学』107,18(5).

廣井いずみ（2015）『非行少年の立ち直り支援「自己疎外・家庭内疎外」と「社会的排除」からの回復』

金剛出版.

廣井亮一編（2008）「加害者臨床」『現代のエスプリ』491, 至文堂.

廣井亮一編（2015）『家裁調査官から見た現代の非行と家族　司法臨床の現場から』創元社.

広田照幸・古賀正義・伊藤茂樹（2012）『現代日本の少年院教育　質的調査を通して』名古屋大学出版会.

Hirschi,T.（1969）Causes of delinquency,The Regent of the University of California（=1995, 森田洋

司・清水新二監訳『非行の原因　家庭・学校・社会のつながりを求めて』文化書房博文社）．

稲垣由子（2010）「児童虐待の現状と課題」『犯罪と非行』163,22-45.

石橋昭良（2018）『非行・問題行動と初期支援－早期解決につながる見立てと対応』学事出版.

石井光太（2014）『浮浪児1945――戦争が生んだ子供たち』新潮社.

石川瞭子（2008）「性虐待の未然防止」『現代のエスプリ』496，至文堂.

石川義博（2008）「犯罪・非行研究の歴史的展望－原因論と精神療法－」『精神療法』34(2), 3-11.

石川義之（2004）『親族による性的虐待』ミネルヴァ書房.

伊藤嘉余子（2017）『社会的養護の子どもと措置変更　養育の質とパーマネンシー保障から考える』

明石書店.

岩井宣子（2015）「少年矯正と女子非行」『犯罪社会学研究』40, 27-38.

ジョナサン・ターナー , アレクサンドラ・マリヤンスキー（2005=2012）正岡寛司・藤見純子訳『イ

ンセスト近親公配の回避とタブー』明石書店.

影山任佐（2010）『犯罪精神病理学』金剛出版.

籠田篤子（2001）「被虐待経験をもつ非行少年についての一考察」『調研紀要』72, 1-17.

川俣智路・内田雅志・久蔵孝幸・福間麻紀・田中康雄（2009）「発達障害・非虐待体験・非行の問題

を施設職員はどのように語るのか－少年院、児童福祉施設職員へのインタビュー調査から－」『北

海道児童青年精神保健学会会誌』23, 41-52.

川村ゆか編（2017）「特集　犯罪・非行臨床を学ぼう」『臨床心理学』17(6).

生島浩・岡本吉生・廣井亮一編著（2011）『非行臨床の新潮流　リスク・アセスメントと処遇の実際』

金剛出版.

小山佐知子（2013）「少年院における被虐待経験を有する少年の処遇について」『犯罪と非行』175, 

102-122

工藤律子（2016）『マラス　暴力に支配される少年たち』集英社.

松浦直巳・橋本俊顯・十一元三（2007）「少年院におけるLD，AD/HDスクリーニングテストと逆

境的小児期体験（児童虐待を含む）に関する調査――発達精神病理学的視点に基づく非行のrisk 

factor――」『児童青年精神医学とその近接領域』48(5), 583-597.

松浦直巳・十一元三（2007）「少年院在院者における、児童期の不適切養育の実証的調査」『現代の社



─ 97 ─

会病理』22, 119-134.

松浦直巳・十一元三・熊上崇（2007）「虐待を含む児童期の不適切養育に関する実証的調査－一般高校生、

少年院在院者、及び家裁係属群における比較－」『発達心理臨床研究』13, 137-148.

宮地尚子編（2004）『トラウマとジェンダー　臨床からの声』金剛出版.

森田展彰（2005）「被虐待体験によるトラウマ反応の観点から見た犯罪・非行とそれに対する治療的

な介入」『犯罪学雑誌』71(3), 80-86.

森丈弓（2017）『犯罪心理学　再犯防止とリスクアセスメントの科学』ナカニシヤ出版.

仁藤夢乃（2014）『女子校生の裏社会』光文社新書.

野村俊明・奥村雄介編（2007）『非行と犯罪の精神科臨床－矯正施設の実践から』星和書店.

小栗正幸（2010）『発達障害児の思春期と二次障害予防のシナリオ』ぎょうせい.

岡田行雄・廣田邦義・安西敦編著（2011）『再非行少年を見捨てるな　試験観察からの再生を目指して』

現代人文社.

奥村雄介・野村俊明（2006）『非行精神医学　青少年の問題行動への実践的アプローチ』医学書院.

奥山眞紀子（2000）「不適切な養育（虐待）と行動障害」『小児の精神と神経』40(4), 279-285.

裁判所職員総合研修所（2012）『重大少年事件の実証的研究－親や家族を殺害した事例の分析を通し

て－』司法協会.

坂上香（2012）『ライファーズ　罪に向き合う』みすず書房.

高松少年非行研究会（2005）『事例から学ぶ少年非行　真の非行対策をめざして』現代人文社.

田中清美（2017）『初期非行の指導』愛知教育大学出版会.

富田拓（2017）『非行と犯罪がおさえられない子どもたち』合同出版.

土屋敦（2014）『はじき出された子どもたち　社会的養護児童と「家庭」概念の歴史社会学』勁草書房.

内田博文（2018）『法に触れた少年のために』みすず書房.



─ 98 ─

Ⅵ　資料

法務総合研究所　研究報告書一覧

2018 58　青少年の立ち直り（デシスタンス）に関する研究

2017 57　窃盗事犯者に関する研究

56　高齢者及び精神障害のある者の犯罪と処遇に関する研究

2016 55　性犯罪に関する総合的研究

2014 54　非行少年と保護者に関する研究　─少年と保護者への継続的支援に関する調査結果─

53　外国人犯罪に関する研究

2013 52　知的障害を有する犯罪者の実態と処遇

51　来日外国人少年の非行に関する研究（第２報告）

50　無差別殺傷事犯に関する研究

49　�犯罪被害に関する総合的研究─安全・安心な社会づくりのための基礎調査結果（第４回犯罪
被害者実態（暗数）調査結果）─

2012 48　女性と犯罪（動向）

47　来日外国人少年の非行に関する研究（第１報告）

46　青少年の生活意識と価値観に関する研究 

45　家庭内の重大犯罪に関する研究 

2011
44　�諸外国における位置情報確認制度に関する研究─フランス，ドイツ，スウェーデン，英国，

カナダ，米国，韓国─

2010 43　飲酒（アルコール）の問題を有する犯罪者の処遇に関する総合的研究

2009 42　再犯防止に関する総合的研究

41　第３回犯罪被害実態（暗数）調査

2008 40　配偶者暴力及び児童虐待に関する総合的研究

39　第２回犯罪被害実態（暗数）調査（第２報告） 国際比較（先進諸国を中心に）

38　諸外国における性犯罪の実情と対策に関する研究─フランス，ドイツ，英国，米国─

2007 37　高齢犯罪者の実態と意識に関する研究─高齢受刑者及び高齢保護観察対象者の分析─

36　個人情報に関連する犯罪に関する研究

35　重大事犯少年の実態と処遇（第２報告）

2006
34　�薬物乱用の動向と効果的な薬物乱用者の処遇に関する研究─オーストラリア，カナダ，連合

王国，アメリカ合衆国─

32　最近の非行少年の特質に関する研究

31　重大事犯少年の実態と処遇

30　保護観察対象者の分類の基準に関する研究

2005 29　第２回犯罪被害実態（暗数）調査

28　英国の保護観察制度に関する研究─社会内処遇実施体制の変革と地域性の再建─

27　アジア地域における薬物乱用の動向と効果的な薬物乱用者処遇対策に関する調査研究

26　保護司の活動実態と意識に関する調査

2004 25　最近の強盗事犯少年に関する研究

2003 24　ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）の加害者に関する研究 

23　重大再犯精神障害者の統計的研究

22　児童虐待に関する研究（第３報告） 

2002 20　行刑施設の収容動向等に関する研究 

19　児童虐待に関する研究（第２報告） 
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18　第１回犯罪被害実態（暗数）調査（第２報告）　先進12か国に関する国際比較 

17　�外国人保護観察対象者に係る処遇上の問題点と対応策・保護観察付き執行猶予者の成り行き
に関する研究 

16　Ｆ級受刑者の意識等に関する研究 

2001
14　�暴力団関係受刑者の意識等に関する研究・暴力組織関係保護観察付き執行猶予者に関する研

究 

13　年少少年の非行 

12　被収容者情報管理システムの利用方策に関する研究 

11　児童虐待に関する研究（第１報告）

2000 10　第１回犯罪被害実態（暗数）調査 

９　諸外国における犯罪被害者施策に関する研究 

８　犯罪被害に対する加害者の意識に関する研究・犯罪被害の回復状況等に関する調査

７　犯罪被害の実態に関する調査 

1999 ５　諸外国における少年非行の動向と少年法制に関する研究

４　非行少年の特質に関する研究

３　少年非行の特質及び非行少年の処遇等に関する研究

1998 ２　刑務所に関する意識調査（第２報告）

1997 １　刑務所に関する意識調査
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表１　2017年の児童虐待に関する書籍（和書）

著者・編者 書　　　籍　　　名 出版社

あらいぴろよ ワタシはぜったい虐待しませんからね！：子どもを産んだ今だから宣
誓！

主婦の友社

亜未 無垢の花：躾と虐待 幻冬舎メディアコン
サルティング

Create Media編 日本一醜い親への手紙：そんな親なら捨てちゃえば? dZERO

第23回学術集会ちば大会実
行委員会

日本子ども虐待防止学会第23回学術集会ちば大会プログラム・抄録集：
すべては子どもの笑顔のために─守り・育み・社会へ：JaSPCAN Chiba

日本子ども虐待防止
学会 

藤木美奈子 親に壊された心の治し方 : 「育ちの傷」を癒やす方法がわかる本 講談社

菱川愛，渡邉直，鈴木浩之 
編著

子ども虐待対応におけるサインズ・オブ・セーフティ・アプローチ実践
ガイド：子どもの安全を家族とつくる道すじ

明石書店

石川瞭子　編著 サイレントマザー：貧困のなかで沈黙する母親と子ども虐待 青弓社

加藤尚子 虐待から子どもを守る!：教師・保育者が必ず知っておきたいこと 小学館

村上靖彦 母親の孤独から回復する：虐待のグループワーク実践に学ぶ 講談社

日本弁護士連合会子どもの
権利委員会　編

子どもの虐待防止・法的実務マニュアル 第６版 明石書店

小崎恭弘，田辺昌吾，松本
しのぶ編著

家族・働き方・社会を変える父親への子育て支援：少子化対策の切り札 ミネルヴァ書房

榊原富士子，池田清貴 親権と子ども 岩波書店

佐柳忠晴 児童虐待の防止を考える：子の最善の利益を求めて 三省堂

菅野恵 児童養護施設の子どもたちの家族再統合プロセス：子どもの行動の理解
と心理的支援

明石書店

杉山春 児童虐待から考える：社会は家族に何を強いてきたか 朝日新聞出版

衆議院調査局厚生労働調査
室

児童福祉法及び児童虐待の防止等に関する法律の一部を改正する法律案
（内閣提出第48号）参考資料

衆議院調査局厚生労
働調査室

高橋和巳 消えたい：虐待された人の生き方から知る心の幸せ 筑摩書房

寺脇隆夫　企画・監修
松本園子　編 
橋本理子　編･解説

戦前日本の社会事業・社会福祉資料 第１期第９巻　棄児・児童虐待⑴ 柏書房

寺脇隆夫　企画・監修
松本園子　編 
橋本理子　編･解説

戦前日本の社会事業・社会福祉資料 第１期第10巻　棄児・児童虐待⑵ 柏書房

寺脇隆夫　企画・監修
松本園子　編 
橋本理子　編･解説

戦前日本の社会事業・社会福祉資料 第１期第11巻　棄児・児童虐待⑶ 柏書房

東京都福祉保健局少子社会
対策部計画課 編

児童虐待死亡ゼロを目指した支援のあり方について：平成27年度東京都
児童福祉審議会児童虐待死亡事例等検証部会報告書

東京都福祉保健局少
子社会対策部計画課

友田明美 子どもの脳を傷つける親たち NHK出版

渡辺雅子　著，上別府圭子，
飛鳥田まり　監修

虐待を防ぐ保健師訪問：介入困難な家族とかかわるコツ 杏林書院

八木修司，岡本正子　編著 性的虐待を受けた子どもの施設ケア：児童福祉施設における生活・心理・
医療支援

明石書店

山本潤 13歳、「私」をなくした私：性暴力と生きることのリアル 朝日新聞出版

吉田ルカ 死を思うあなたへ：つながる命の物語 日本評論社
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表２　2017年の児童虐待に関する書籍（訳書）

著者・訳者 書　　　籍　　　名 出版社

アン・アルヴァレズ著；脇
谷順子監訳

子どものこころの生きた理解に向けて：発達障害・被虐待児との心理療
法の３つのレベル

金剛出版

キャロル・ジェニー編，溝
口史剛，白石裕子，小穴慎
二監訳

子どもの虐待とネグレクト：診断・治療とそのエビデンス 金剛出版

セリーヌ・ラファエル著，
林昌宏訳

父の逸脱：ピアノレッスンという拷問 新泉社

M・ラスティン［ほか］編；
木部則雄監訳，黒崎充勇，
浅野美穂子，飯野晴子訳

発達障害・被虐待児のこころの世界：精神分析による包括的理解 岩崎学術出版社

オルガ・R・トゥルヒーヨ
著；伊藤淑子訳

私の中のわたしたち：解離性同一性障害を生きのびて 国書刊行会

ロリー・フリーマン作；キャ
ロル・ディーチ絵；田上時
子訳

わたしのからだよ！：いやなさわられかただいきらい 女性と子どものエン
パワメント関西
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表３　2017年の児童虐待に関する雑誌特集号

（※『子どもの虐待とネグレクト』を除く）

№ 雑誌名・巻号 特　集　名 特　　集　　の　　目　　次 著　者

1 アイソス22（6）
通号235

「社会起業家」を支援し
よう！：企業価値を高め
るCSRのために（第104
回）

本の出版で児童虐待を防止する（前編） 今 一生

2 アイソス22（7）
通号236

「社会起業家」を支援し
よう!：企業価値を高め
るCSRのために（第105
回）

本の出版で児童虐待を防止する（後編） 今 一生

3 アイソス22（11）
通号240

「社会起業家」を支援し
よう!：企業価値を高め
るCSRのために（第109
回）

子ども虐待を防止させる仕組みへ（前編） 今 一生

4 アイソス22（12）
通号241

「社会起業家」を支援し
よう!：企業価値を高め
るCSRのために（第110
回）

子ども虐待を防止させる仕組みへ（後編） 今 一生

5 別冊発達（33） 家族・働き方・社会を変
える父親への子育て支
援：少子化対策の切り札
─当事者活動の実際

児童虐待加害者としての父親への支援 野口 啓示

6 愛媛ジャーナル
31（5）通号365

守ろう！愛媛の安全・安
心（vol.108）2016年度の
児相への児童虐待相談件
数は過去最高で、10年前
の３倍超に

　 愛媛県警察本部

7 ガ バ ナ ン ス
（198）

特集　子どもを守り、子
どもが育つ地域づくり

児童虐待防止と自治体の役割 川崎 二三彦

8 げ・ん・き（162） 特集　子ども虐待と保育 インタビュー　子ども虐待がもたらす"傷"：「虐待の問
題」から「子育て困難の問題」へ
座談会　保育者が虐待事例に対応する時：求められる
意識と姿勢

友田 明美
大川 昌代；井田 
幸子；久本 大輝；
保育と虐待対応事
例研究会

9 判 例 地 方 自 治
（425）

市町村アカデミー・コー
ナー（No.346）

児童虐待対応に必要な法的知識（1）

10 判 例 地 方 自 治
（426）

市町村アカデミー・コー
ナー（No.347）

児童虐待対応に必要な法的知識（2） 　

11 犯罪社会学研究
（42）

脳科学と少年司法 脳科学・神経科学と少年非行 友田 明美

12 保育の友65（13） 特集　児童虐待防止に向
けて、保育者だからでき
ること

子ども虐待の現状と地域ネットワークによる支援
虐待防止に向けた取り組み：保育現場にできること

「いのち」を育む保育をめざして
虐待に関する光輪会の取り組み

川松 亮
大竹 智
多田 賢淳
喜多濃 定人

13 保健医療科学66
（2）

教育報告 平成28年度専
門課程II　地域保健福祉
分野

児童虐待予防のための親支援グループミーティング事
業における参加者の子育ての現状

小野 真理

14 保健師ジャーナ
ル73（4）

特集　母子の包括的支
援：子育て世代包括支援
センターの全国展開を前
に 

児童虐待予防を踏まえた母子保健活動に必要な視点と
は：法改正を受けて，変わらないものと変わるもの

鈴宮 寛子
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№ 雑誌名・巻号 特　集　名 特　　集　　の　　目　　次 著　者

15 保健師ジャーナ
ル73（9）

いま再考の時　市町村の
母子保健：市町村母子保
健活動の強化こそが子ど
も虐待予防対策の近道

渡辺 好恵；鈴宮 
寛子；鷲山 拓男

16 法律時報89（3）
通号1109

特集　保障・分配・機能
強化の中の社会保障 

子どもを巡る福祉：経済的支援、保育サービス、児童
虐待防止制度

橋爪 幸代

17 法律時報89（6）
通号1112

小特集 犯罪者を親にも
つ子どもについて考える 

裁判例の量刑理由から見た児童虐待について 龍岡 資晃

18 法律のひろば70
（12）

特集　 児童虐待防止の
これから：子どもの健全
な育成に向けて

児童虐待の現状と改正法の意義・課題
虐待を受けている児童等の保護についての司法関与の
強化等

児童虐待に関連する家事事件の概況と改正法の施行に
向けた課題
児童虐待の予防のための妊娠期・保護者支援の体制と
姿勢
児童虐待への迅速・的確な対応に向けた取組

磯谷 文明
厚生労働省子ども
家庭局家庭福祉課
虐待防止対策推進
室
石井 芳明；草野 
克也
中板 育美

岩佐 嘉彦

19 医 療 と 社 会27
（1）

特集　子どもをめぐる諸
課題を考える：少子化問
題を中心に

少子化社会における虐待対応 松原 康雄

20 自治総研43（5） 地方自治関連立法動向研
究（14）

児童福祉法等の改正について 下山 憲治

21 児童青年精神医
学とその近接領
域58（1）

第56回日本児童青年精神
医学会総会特集（3）児
童青年精神医学の基本に
立ち返って 

福祉に関する委員会セミナー 子ども虐待の地域支援：
要保護児童対策地域協議会の現状と課題

藤林 武史；亀岡 
智 美； 才 村 純；
笹井 康治；山下 
浩；金井 剛

22 児童心理71（18）
通号1051

子ども問題の70年─子ど
もたちの未来を考える 

「親性（おやせい）」の揺らぎと子ども虐待 深谷 和子

23 住 民 行 政 の 窓
（439）

ファミリーカウンセラー
の窓から（第199話）

DVと児童虐待に傷ついた母親と子ども 公益社団法人家庭
問題情報センター

24 香川短期大学紀
要（45）

創立50周年記念号 児童虐待予防のためのプログラムの効果と課題に関す
る探索的研究

北川 裕美子

25 季刊現代警察42
（3）通号153

特集 女性と子どもを守
る 

児童虐待死を防げ：情報共有と連携の法制化を 後藤 啓二

26 季 刊 教 育 法
（194）

子どもに関わる法・法制
度をふまえたスクール
ソーシャルワーク（第２
回） 

「児童虐待防止に関する法律」と学校の役割：スクー
ルソーシャルワーカーの視点から

林 聖子

27 子どものしあわ
せ（796）

子どもの心を診る：カウ
ンセリングの現場から

（第３回）

子ども虐待：連鎖を止めるには 光元 和憲

28 子どもと福祉10 海外の社会福祉事情（第
５回）

韓国、ソウル市における児童虐待、児童福祉の現状と
課題：10か所の視察等をとおして

渡邊 忍

29 心と社会48（2）
通号168

特集　メンタルヘルスの
集い（第31回日本精神保
健会議）子どもをめぐる
みんなの課題：虐待の連
鎖を断ち切る 

子ども虐待と脳科学 友田 明美
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№ 雑誌名・巻号 特　集　名 特　　集　　の　　目　　次 著　者

30 国内動向（1369） 少年犯罪は13年連続で減
少、少年が被害を受ける
児童虐待、児童ポルノは
過去最多：警察庁が平成
28年の「少年非行、児童
虐待、性的搾取」の状況
をまとめる

　 日本教育協会

31 国内動向（1377） 児童虐待が過去最悪の12
万件超 心理的虐待が半
数超える：厚労省が平成
28年度の児童相談所対応
件数まとめる

　 日本教育協会

32 厚生福祉（6299） インタビュー・ルーム
（1023）

児童虐待防止に向け連携強化 薬師寺順子さん（52） 大
阪府家庭支援課長

薬師寺 順子；阿
部 慶太郎

33 厚生福祉（6347） 児童虐待、最多12万件：
「面前DV」通告増：厚労
省、16年度まとめ

34 厚生福祉（6357） 児童虐待通告、初の３万
人超：面前DVなど、７
割「心理的」

35 子育て支援と心
理臨床13

子ども虐待と脳科学（2） 虐待と脳の関連（後編） 友田 明美

36 教 育 と 医 学65
（5）通号767

特集　これからの児童虐
待防止：児童福祉法改正
を受けて 

児童福祉法改正と児童虐待発生予防
児童虐待防止のための法的な仕組みとは
児童虐待防止のための学校の役割と課題
母子保健からみた虐待予防
児童虐待防止への地域保健所の取組み
児童虐待防止のための医療ネットワーク

井上 登生
久保 健二
中村 直樹
佐藤 拓代
大原 三枝
藤田 貴子

37 教 育 と 医 学65
（11）通号773

特集　子育てにおける親
子のレジリエンス 

子ども虐待と保護者のレジリエンス 鈴木 浩之

38 救急医学41（6）
通号503

特集　小児救急：未来へ
の可能性を救命するため
に 

救急医療現場における子ども虐待へのアプローチ 小橋 孝介

39 日仏法学（29） 立法紹介─民法 「児童虐待防止法の改正：子どもの保護に関する2016
年３月14日の法律第297号」

40 岡山県保健福祉
学会：おかやま
保健福祉研究23

第２分科会─誌上発表 岡山県児童相談所に寄せられた児童虐待通告事例の背
景分析（第２報）─虐待につながりやすい要因

柴田 義朗

41 ぺリネイタルケ
36（12） 通 号
483

特集　産後うつ病・精神
疾患のケアと薬：助産師
がすぐに始められる周産
期メンタルヘルスケア

助産師ができる児童虐待防止へのアプローチ
児童虐待を予防する取り組みと多職種連携

馬場 香里
相川 祐里

42 レジデントノー
ト18（15）

Step Beyond Resident
（ステップ ビヨンド レ
ジデント）：研修医は読
ま な い で 下 さ い!?（ 第
162回）

こらっ ! 弱いものいじめするなぁ ! 児童虐待（Part1）
虐待対応のエキスパートになる

43 レジデントノー
ト18（16）

Step Beyond Resident
（ステップ ビヨンド レ
ジデント）：研修医は読
ま な い で 下 さ い!?（ 第
163回）

こらっ ! 弱いものいじめするなぁ ! 児童虐待（Part2）
虐待対応のエキスパートになる

林 寛之
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№ 雑誌名・巻号 特　集　名 特　　集　　の　　目　　次 著　者

44 臨床婦人科産科
71（6）

今月の臨床 周産期メン
タルヘルスケアの最前
線：ハイリスク妊産婦管
理加算を見据えた対応を
めざして─病態別の管理 

子ども虐待が疑われる妊産婦への対応 川口 晴菜；光田 
信明

45 臨床精神医学46
（9）

特集 攻撃性の神経生物
学と臨床 

子ども虐待と親の攻撃性 西澤 哲

46 臨 床 心 理 学17
（2）通号98

特集　知らないと困る倫
理問題─Q&A；福祉領
域 

子ども虐待によるトラウマにアプローチする時機をど
う判断するか

田附 あえか

47 滋賀社会福祉研
究（19）

第34回滋賀県社会福祉学
会奨励賞レポート 

子ども虐待対応における児童相談所と市の連携につい
て：児童相談所と市、共同調査のまとめ

織田 善真；関本 
彰宏；山本 一代；
西 健次；中島 円
実

48 精神科治療学32
（6）通号375

特集　周産期メンタルケ
ア：多職種連携の作り方

児童虐待防止に向けた地方自治体と医療機関との円滑
な連携促進の取り組み：千葉県および松戸市における
児童福祉と医療の連携の実際

三平 元

49 精神神経学雑誌
119（9）

特集　精神科医は増え続
ける児童虐待にどうかか
わるか

小児総合病院の精神科医の立場からみた児童虐待
マルトリートメントに起因する愛着障害の脳科学的知
見
児童心理治療施設における精神科医の役割 
児童相談所の精神科医の立場からみた児童虐待

三宅 和佳子
友田 明美

今井 淳子 
田﨑 みどり，森
田 展彰，田口 め
ぐみ，渡辺 由佳，
陶山 寧子

50 青 少 年 問 題64
（新年）通号665

特集　孤立化する社会：
関係性の貧困 

児童虐待と「母親の孤立」の問題化：歴史的視点から 梅田 直美

51 世界の児童と母
性82

特集　児童福祉法改正と
社会的養護の明日─児童
福祉法改正の到達点 

児童相談所から見た児童福祉法改正：児童虐待防止法
成立から2016年児童福祉法改正へ

茂木 健司

52 セキュリティ研
究20（2） 通 号
219

ASIS 
I N T E R N A T I O N A L

（vol.143）一般社団法人
ASISインターナショナ
ル日本支部便り

児童虐待・少年事件・いじめ・不登校 ひきこもりに
通底していること：子ども・若者が地域で安心して暮
らすことができるように

寺出 壽美子

53 専修大学法学研
究所所報（54）

特集　学生と市民のため
の公開講座『現場からの
法律学・政治学』（1）─
第三回『地方行政の現場
から』 

東京都における児童虐待の現状と課題 上川 光治

54 市民と法（108） 特集　児童虐待から子ど
もを救う 

児童虐待防止法制をめぐる現状と課題
児童相談所における虐待対応
家庭裁判所の審判手続による児童虐待事案への対応
法務省の人権擁護機関による人権侵犯事件の調査救済
活動における児童虐待事案の対応
子どもシェルターにおける活動：カリヨン子どもセン
ターの現場から
司法書士による児童虐待事案への対応

吉田 恒雄
久保 健二
藤田 香織
前田 敦史

石井 花梨

木原 道雄

55 そ だ ち の 科 学
（29）

特集　発達障害とトラウ
マ─トラウマの治療論 

子ども虐待の治療：親子並行治療を中心に
子ども虐待の援助と治療：児童養護施設において

涌澤 圭介
内海 新祐



─ 107 ─

№ 雑誌名・巻号 特　集　名 特　　集　　の　　目　　次 著　者

56 総合診療27（11） 特 集　 今 そ こ に あ る、
ファミリー・バイオレン
ス：Violence and Health
─子ども虐待 

「救急（ER）」で子ども虐待を見逃さないために：診
療医の気づきが"救命"につながる

「プライマリ・ケア外来」でも子ども虐待を見逃すな！：
「家族をすべて診る」という視点で

岩田 賢太朗；伊
原 崇晃
高村 昭輝

57 総合診療27（12） 特集　小児診療"苦手"克
服!!：劇的Before&After 
; "匠"を目指すための９
つのワザ

身体診察（外科系・整形外科系・皮膚科系）と手技 遠井 敬大

58 捜査研究66（1）
通号793

児童虐待事案における児
童相談所の役割と他機関
との連携について（中）

岡 聰志；清水 孝
教

59 捜査研究66（2）
通号794

児童虐待事案における児
童相談所の役割と他機関
との連携について（下・
最終回）
児童虐待の現状と児童虐
待に対する刑事司法関与
のあり方（中）

　 岡 聰志；清水 孝
教

細谷 芳明

60 捜査研究66（4）
通号796

児童虐待の現状と児童虐
待に対する刑事司法関与
のあり方（下 その１）

司法面接（協同面接）について 細谷 芳明

61 捜査研究66（5）
通号797

実例捜査セミナー Since 
1988

児童虐待死事案における捜査・公判について 高木 甫

62 捜査研究66（7）
通号799

児童虐待の現状と児童虐
待に対する刑事司法関与
のあり方（下 その２・
最終回）

年少者（幼児）の証言能力・供述の信用性 細谷 芳明

63 社会保障研究２
（2・3）通号６

特集　要保護児童支援の
現状と課題：国際比較か
らの示唆 

2000年以降の要保護児童措置・委託の変遷とその背景：
2000年〜 2015年の統計データから
児童虐待防止対策の課題：子どもが一時保護になった
親の経験から
児童虐待に関する地域間比較：『平成27年度福祉行政
報告例』データの分析

三輪 清子

上野 加代子

清水 美紀

64 社 会 事 業 研 究
（56）

社大福祉フォーラム2016
報告─分科会からの報告 

児童虐待防止対策保育所巡回相談から見る子育て支
援：育てにくい・かかわりにくい子と虐待予防

大曽根 邦彦

65 週刊文春59（35）
通号2937

壮絶ルポ　狙われる「シ
ングルマザー」：子ども
虐待の原因にも

　 清水 芽々

66 週 刊 教 育 資 料
（1445） 通 号
1575

教 育 問 題 法 律 相 談
（No.424）

児童虐待防止のため学校に求められる対応 三坂 彰彦

67 小児看護40（3）
通号502

乳幼児看護学 はじめの
一歩（第17回）

子ども虐待と小児外来における看護 村松 三智

68 小児看護40（12）
通号511

特集　病気になった親の
子どもへの支援；学校に
おける支援の実際
乳幼児看護学 はじめの
一歩（第23回）

アルコール依存症の親をもつ子どもへの小学校におけ
る支援の一事例と課題

児童虐待予防における看護職の役割と乳幼児精神保健
の視点

富田 鎭雄

河村 秋

69 周 産 期 医 学47
（5）

特集　なぜ今メンタルヘ
ルスケアなのか?-児童虐
待

子ども虐待予防における妊産婦メンタルヘルスの重要
性
児童虐待が児の脳発育に及ぼす影響

松宮　透高 

友田 明美
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70 時の法令（2040） 法令解説 虐待を受けている児童等の保護についての司法関与の
強化等を推進：児童福祉法及び児童虐待の防止等に関
する法律の一部を改正する法律（平成29年法律第69号） 
平29.6.21公布 公布後１年内施行

朝陽会

71 都市問題108（9） 特集　児童虐待対策のゆ
くえ 

子ども虐待と福祉
要保護児童等に対する機関間連携の活性化
児童相談所と市区町村子ども家庭福祉担当部署のこれ
から：悲しみを幸せに変えるという使命をどう果たす
か
被虐待児童の受け入れ体制の整備について
デンマークにおける「子どもの権利」の発展と子ども
家庭福祉システムの変化

山縣 文治
加藤 曜子
宮島 清

藤田 恭介
佐藤 桃子
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表４　2017年の児童虐待に関する論文

（※『子どもの虐待とネグレクト』を除く）

著　者　名 表　　題　　・　　雑　　誌　　名　　等

阿久津 美紀 「オーストラリア王立委員会の性的虐待調査の展開と守られるべき子どもの権利 : レコードキーピング
が児童虐待の抑止力になるのはなぜなのか」『記録管理学会誌』(72) pp.15-29

網野 真由美 「外来看護師の児童虐待に対する意識に関連する文献検討」『北海道医療大学看護福祉学部学会誌』13（1） 
pp.35-42

青栁 千春，阿久
澤 智恵子，笠巻 
純一，鹿間 久美
子，佐光 恵子

「児童虐待対応における学校と関係機関との連携の現状と課題 : 児童相談所及び市区町村の担当職員へ
の質問紙調査から」『学校保健研究』59(2) pp.97-106

馬場 香里，片岡 
弥恵子

「児童虐待事例を支援する専門職の認識する虐待の特徴」『母性衛生』58(1) pp.125-132

藤岡 良幸 「児童虐待問題について : 特にネグレクト事例について」『東筑紫短期大学研究紀要』(48) pp.223-239

古川 理恵子 「児童虐待を疑ったときの画像検査」『小児科』58(2) pp.185-192

濱田 新 「不作為による幇助の処罰範囲の限定について : 児童虐待不阻止事例を題材に」『信州大学経法論集』(2) 
pp.145-171

橋本 和明 「死亡事例検証から見えてくる児童虐待対応の課題」『家庭の法と裁判』10　pp.30-33

橋本 達昌 「児童家庭支援センターの役割と将来展望 : 主に法制上の制度設計とその変容に着目して」『自治総研』
43(1) pp.80-96

林 弘正 「近時の裁判実務における児童虐待事案の刑事法的一考察⑶」『武蔵野法学: journal of law and political 
science』(7) pp.286-232

飯浜 浩幸；小早
川 俊哉；上原 正
希； 杉 本 大 輔；
湯浅 頼佳；吉江 
幸子；櫻井 美帆
子；大島 康雄

「大学生の児童虐待への意識変化 : オレンジリボン活動の調査から（第３報）」『道都大学紀要』社会福
祉学部 (42) pp.1-6

池田 直人 「児童虐待の処罰に関する考察」『東京大学法科大学院ローレビュー』12 pp.24-66

今井 涼，呉 懿軒 「日台児童虐待対応機関の体制比較」『評論・社会科学』(121) pp.37-54

和泉 広恵 「子ども虐待問題を通して見る児童福祉法改正の意義と課題：子どものための支援とは何か」『社会福祉
研究』 (129)  pp.2-10

實方 由佳 「子ども虐待対応のために連携する援助職の「触発」される志向性：所属機関に着目した検証」『社会福
祉学』58(2) 通号122 pp.13-25

鏑木 陽一 「こども虐待防止のための保育園の役割」『横浜女子短期大学研究紀要』(32) pp.203-207

笠原 正洋 「保育所保育士のための児童虐待防止活動に関するチェックリスト方式のワークシートの作成」 『中村学
園大学発達支援センター研究紀要』(8) pp.19-29

川崎 みゆき 「書評　鈴井江三子著『学童保育版　児童虐待対応マニュアル』」『学童保育：日本学童保育学会紀要』7 
pp.100-102

栗岡 幹英 「書評　金子勇著『日本の子育て共同参画社会 : 少子社会と児童虐待』」『フォーラム現代社会学』16 
pp.141-143

小谷 成美 「刑事弁護レポート　傷害致死、監禁、傷害被告事件　夫との共謀は認められないとして傷害致死が無
罪となった児童虐待の事例［大阪地裁堺支部平成29.7.19判決］」『刑事弁護』(92) pp.68-72

劉 「児童期の成長体験による虐待への認知に関する研究：日本と中国の家庭文化の比較を通して」『龍谷大
学大学院文学研究科紀要』39 pp.1-22

前川 寿子 「児童相談所における児童虐待対応への研究的取組：子ども虐待対応のための医療機関用アセスメント
ツールの開発」『大和大学研究紀要』3 pp.19-27
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著　者　名 表　　題　　・　　雑　　誌　　名　　等

宮田 顕一郎 「身体的虐待による虐待死を防ぐためのリスクアセスメントシートの視座：児童虐待傷害致死事件の裁
判例の分析を」『研究紀要』(33) pp.41-89

中村 敬 「小児科医と児童福祉」『小児科臨床』70(1) 通号836 pp.125-131

高橋 眞琴，石黒 
慶太

「増加する児童虐待と学校教育：ソーシャルワーカーの省察より」『鳴門教育大学研究紀要』32 pp.237-
247

照井 稔宏，後藤 
あや，馬場 幸子，
安村 誠司

「日本における性的児童虐待の近年の動向」『厚生の指標』64(4) pp.22-26

中村 敬 「小児科医と児童福祉」『小児科臨床』70(1) pp.125-131

岡田 あゆみ，藤
井 智香子

「心因性発熱16症例の検討」『心身医学』57(12) pp.1252-1260

大熊 信成 「児童家庭福祉制度と学生による児童虐待防止運動（オレンジリボン運動）の取り組み」『佐野短期大学
研究紀要』(28) pp.117-126

齋藤 隆博 「刑事実務の現場から 徳島における児童虐待事案への取組」『罪と罰』55(1) 通号217 pp.93-95

坂本 正子 「要保護児童対策地域協議会（子ども虐待防止のための支援ネットワーク）におけるスーパーバイザー
の役割」『甲子園短期大学紀要』(35) pp.37-42

佐々木 清子 「子ども時代に虐待を経験した留学生との面接過程」『学生相談研究』37(3) pp.195-206

品川 ひろみ 「書評　金子勇著『日本の子育て共同参画社会：少子社会と児童虐待』」『現代社会学研究』30 pp.63-65

鹿間 久美子，鈴
木 依子，朝熊 紗
貴，小島 萌，佐
光 恵子，青柳 千
春

「養護教諭が捉える児童虐待対応における改善要因の検討」『日本養護教諭教育学会誌』20(2) pp.25-37

鈴木 浩之 「子ども虐待に伴い不本意な一時保護を経験した保護者への「つなげる」支援のプロセスと構造：子ど
も虐待ソーシャルワークにおける「協働」関係の構築」『社会福祉学』58(1) 通号121 pp.112-127

鈴木 浩之 「子ども虐待対応において不本意な一時保護を体験している保護者との協働関係の構築：児童相談所職
員に対するアンケート調査の分析を通じて」『社会福祉学』58(3) 通号123 pp.1-13

田吹 和美，岡本 
正子

「高等学校家庭科における児童虐待予防教育の実践と課題：『デートDV』の授業を通して」『生活文化研究』
54 pp.1-14

髙良 幸哉 「児童に対する性的虐待」『地域研究』 (20) pp.121-133

武田 玲子 「児童虐待防止のための在宅支援：児童家庭支援センター、子ども家庭支援センターについての一考察」
『研究所年報』(47) pp.85-101

谷口 恵子 「精神疾患を持つ親への育児支援：虐待事例から考える」『茶屋四郎次郎記念学術学会誌』(7) pp.131-138
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